
【Photoアルバム】 2月10日は「ニット(編み物)の日」 

暖かい冬の一日 ほっこりと 

 毛糸で着飾った「兵庫の津」界隈 walk 2019.1.22. 

清盛が整備した旧大輪田泊「兵庫の津」 

  

1月22日の神戸新聞に「街を包む毛糸 日常を飾る」の見出しで、旧兵庫の津界隈を毛糸で飾る街の展示催しの紹介

と共に大きな兵庫大仏の前に座る毛糸で編まれた小さな仏様が掲載されました。 

日本三大仏の一つに数えられる大きな兵庫大仏。 その前に毛糸で編まれた小さな仏様が座る姿の対比が本当にほほえ

ましく、寒い冬の朝に何か暖かい空気を運んでくれたように感じました。 

小春日和の一日 「今日のWalkは久しぶりに「兵庫の津」界隈へ。この仏様を見に行こうと。 

何度も歩いたことがある神戸の港界隈 

ですが久しぶり。 

清盛が開いた神戸の湊「兵庫の津」 

少し前になりますが、この地にあった古い 

古い中央卸市場が海側に移転整備され、 

跡地に大きなショッピングセンターが、 

立ち、運河と共に神戸の街の始まり 

「旧兵庫の津」。運河沿いに古い湊の 

家並みを残す街をとして整備された。 

また 海岸部は造船で栄えた神戸の港。 

港に沿って大小の造船会社の工場街 

海には大小の浮きドックが並び、造船 

現場がすぐ前で見られ、時折、そんな 

現場の空気が吸いたくて、ぶらぶら歩 

く街。 



今回は、それにニットで着飾った兵庫の津の街と大仏様にも出会いたい。 久しぶりに 兵庫の津の先 神戸港の内海

に突き出た兵庫埠頭から港や 街の背後にある六甲の山並みを海からながめたいと。 

「兵庫の津」の記事を見て、日頃はそのまま通過する港界隈。すぐにプランが出来上がって、小春日和の一日を兵庫の

津界隈を楽しみました。 また、久しぶりに神戸の港の工場街 造船現場の空気にも触れることが出来て大満足。 

また一つ違ったうれしい港神戸の街歩きになりました 

 神戸の港の始まり 清盛が開いた兵庫の津 江戸時代には隆盛を極めた神戸の中心「兵庫」であった。  

その後幕末の開港を境に街の中心は東の「神戸」に移ったが、港神戸の中心として栄える。明治には 海の難所和田岬

を避けて、外海へ出るために兵庫運河が計画されたが、完成は明治32年末。新川運河はその一部で先に完成した。 

 

 



みなと神戸「兵庫の津」界隈 ほっこりwalk 2019. 1. 22.  

 
 1. 造船で生きる古い工場街と中小造船の浮きドックが並ぶ兵庫港界隈  

久しぶりに現場の空気を吸いに!! 

 



 

 

2. 毛糸で着飾った「兵庫の津」界隈 Walk 清盛が整備した旧大輪田泊 兵庫の津 

  毛糸で着飾った新川運河プロムナード  &  兵庫大仏の前に座す毛糸で編んだ仏様 

 



 

 

3.「兵庫の津」の今の海岸 神戸内港に突き出た兵庫埠頭の突堤から港神戸を眺める 

港神戸の海から兵庫港・神戸の市街地越しに六甲の山並みを眺める 

 



兵庫埠頭第三突堤南側岸壁より 兵庫埠頭の南側 新川越しに神戸港入口への水路・和田岬三菱重工神戸造船・新川河口

兵庫埠頭第一突堤北側岸壁より 東の外海に広がる港神戸・西に兵庫内港の神戸市街地越しに六甲の山並みを遠望



 

 

暖かい冬の一日  毛糸で着飾った「兵庫の津」界隈 ほっこり walk 

 

 

 

 

 

 

                                                                        

2019.2.10. by Mutsu Nakanishi 

 

        【風来坊・Country walk】 この資料のスライド動画等 Internet file 

◆ Internet 暖かい冬の一日  毛糸で着飾った「兵庫の津」界隈 ほっこり walk 2019. 1.22. 

                     http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/walk16/1902hyougonotsu00.htm  

 ◆ スライド動画 http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/walk16/1902hyougonotsu.mp4 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/walk16/1902hyougonotsu00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2019htm/walk16/1902hyougonotsu.mp4

